
令和 ７ 年 １ 月 ２４ 日  

地域公共交通に関する政策提案書 

加東市議会総務文教常任委員会  

１ 検討テーマ 

  地域公共交通の確保で「おでかけしやすい加東市」を創る 

２ 提案理由 

  加東市にとって地域公共交通は、総合計画策定の際の市民アンケート等でも関心

が高く、市もさまざまな施策に取り組んでいるところであるが、市民からは公共交

通の利便性確保に関する声を多くいただいている。 

また、運転手の確保等、地域公共交通の業界を取り巻く環境も厳しい状況にある。

このような状況において、加東市の取るべき公共交通政策について提案する。 

３ 検討すべき課題 

(1) 現在の市の公共交通政策が効果的に実施されているかの検証 

(2) 市民の利便性向上のため新たに取り組むべき施策 

４ 提案する政策 

  加東市の地域公共交通の確保に関し、次の５点について具体的提案を行う。 

(1) 公共交通政策の方向性の整理 

市における公共交通政策は、路線バスの減便・撤退に対する対応、移動手段を持   

たない高齢者への移動手段の確保を目的として始まったこともあり、「どのような

事業・対策を講じているか」という観点で考えがちである。言うまでもなく交通

そのものに意味があるのではなく、生活に必要な行為を行うための移動手段とし

て交通があるのであり、各地域から生活に必要な移動手段をどのように確保し、

「おでかけしやすい」まちづくりをしていくことを政策の方向性とすべきである。 
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(2) 市街地循環バスの拡充 

   加東市は社地域市街地において乗合タクシー「伝タク」を運行しているが、西

脇市でも市街地においてコミュニティバス・ループバス「めぐリン」を運行して

いる。それぞれの令和５年度の実績は以下のとおりである。 

 伝  タ  ク め ぐ リ ン 

予  算 ９５３万１千円 １,９６９万５千円 

車両台数 １台 ２台（予備車両１台）

便  数 

（運行頻度） 

５便／日 

（パターンダイヤでなく、 

２－３時間に１本） 

平日は時計回り１１便、反

時計回り１０便 

（ほぼ１時間に１本のパタ 

ーンダイヤ） 

１日当たり利用者数 ９.２９人 ７０人以上 

年間利用者数 ２,２４９人 ２１,９５６人 

   費用、運行車両は約２倍となっているが、１時間に１本のパターンダイヤを実

現することにより約１０倍の利用者につながっている。加東市でも令和６年より

ダイヤ等の見直しを行っているが、増便による利便性向上に関してさらに踏み込

んだ対応を検討すべきである。 

(3) デマンド型交通の本格運行 

   加東市では本年度タクシー運賃助成によるデマンド型交通の実証実験を行って

いる。 

市民の一定の利用もあり、令和７年度以降本格実施につなげるべきである。 

   令和６年７月の料金改定後も大きな利用減にはつながっていないが、運賃が高

額になるケースでの利用減も見られ、一定の配慮が必要であると考える。 

本格運行にあたっては民間商店等の乗降場所の確保や、旧町域ごとのエリアの

見直しなども検討すべきである。（たとえば「旧町」という制限では社市街地から

滝野社インター、ＪＲ社町駅への移動、滝野地域から上中地区の民間商店、医院

への通院なども対象外となってしまう。） 

   また、乗り継ぎによる移動を推奨する場合は、(2)の市街地循環バス同様、乗り

継ぐべき交通手段が十分確保されているか検討すべきである。特に、東条地域に

おいては天神電鉄小野線の廃止や、スクールバス活用実証実験の結果による導入

見送りが縮退につながらないよう十分な配慮が必要である。 
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(4) 路線バスの再編、充実 

   路線バスについては民間事業者の運営によるものであるが、市としても事業者

と積極的な協議の上「路線が維持されている」ことにこだわらず、一定のサービ

スレベルを維持している「市民にとって使える公共交通になっているか」を考え

て施策を講じるべきである。 

   また、加東バスターミナルの開設や加東大橋の開通によるルート変更などで、

ＪＲ社町駅における接続に変更が生じているケースがある。事業者と綿密な協議

が必要であると考える。 

   さらに、路線バスの一律運賃のエリア拡大について近隣市と協議すべきである

と考える。 

(5) 自主運行バスの在り方の再検討   

   自主運行バスは、各地域の住民のみなさんのご尽力により維持されているが、 

運転手の担い手不足等の課題も聞かれる。地域を中心に意見を聞き取り、路線バ

スとの競合がない地域においては、利用者の居住地要件の要否について検討を行

うべきである。また地域外の方からも運転手を募ることや、民間事業者との連携

等を通じて、課題となっている運転手不足に関して対策を講じるべきである。      

６ 調査及び検討の経過 

令和５年 １月 16 日 所管事務調査 

・路線バス社三田線の運行ルートの変更について 

・東条学園スクールバス活用の実証実験について 

・デマンドタクシーの実証実験について 

令和５年 ３月 ２日 所管事務調査 

・公共交通について 

令和５年 ８月 14 日 所管事務調査 

・東条学園スクールバスを活用した実証実験について 

令和５年 ９月 ４日 所管事務調査 

・デマンド型交通の実証実験について 

令和５年 10 月 11 日 所管事務調査 

・加東市乗合タクシー「伝タク」のルート変更について 

令和５年 11 月 ７日 所管事務調査 

・滝野コミュニティバスの導入に向けた実証実験について 
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令和６年 １月 ９日 所管事務調査 

・加東市乗合タクシー「伝タク」のルートの見直しについて 

令和６年 ３月 ５日 所管事務調査 

・令和５年度加東市の公共交通施策に係る取組状況について

（路線バスの維持・確保及びルート等の見直し、社市街地乗

合タクシーの維持・拡充、自家用有償旅客運送（自主運行バ

ス）の維持・拡充 等） 

令和６年 ５月 14 日 所管事務調査 

・デマンド型交通の実証実験について 

令和６年 ７月 ９日 総務文教常任委員会研修会 

 研修項目「地域公共交通について」 

  講師：合同会社萬創社 代表社員 福 本 雅 之 氏 

令和６年 ７月 31 日 先進地行政視察（兵庫県丹波市：デマンド予約センター） 

 調査事項「デマンド型乗合タクシーの運行・地域公共交通について」

令和６年 10 月 ４日 先進地行政視察（兵庫県西脇市） 

 調査事項「地域公共交通（むすブン・めぐリン）について」 

令和６年 10 月 15 日 所管事務調査 

・加東市地域公共交通施策について 

令和６年 11 月 15 日 所管事務調査 

・デマンド型交通の実証実験の実績について 
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